
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月定例会は、９月４日から１０月１８日までの４５日間です。佐伯加寿美は初めての質問。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐伯かずみ（佐伯加寿美）と LINE で 
つながりませんか。かずみカフェなど 
のお知らせをいたします。 
 
 

発行/民主改革さいたま市議団 佐伯かずみ事務所 〒330-0803 さいたま市大宮区高鼻町 2-69-10 

TEL 048-729-5265 FAX 048-729-5267 

E-mail：info@kazumisaeki.com ホームページは佐伯かずみで検索 

さいたま市議会議員（1 期目） 

新人の目、市民の目線を大切に 

  佐伯かずみ 
市議会レポート（活動報告）NO.５ 

 

 

 

かずみん市議会活動レポート 

1．SDGsのさいたま市の今後の取り組みについて 

2．公民館の活性化について、 

3．高齢者等の移動支援モデル事業について 

4．改正入管法で増加する外国人の子どもへの 

対応と共生社会について 
 

 １．は、さいたま市が７月１日にＳＤＧｓ未来都市に国から

認定を受けて今後のＳＤＧｓ（2015年に国連で決議された持

続可能な地球をみんなで作っていくための目標）への市の

取り組みや市内への周知・普及方法、又日本が一番弱い 

みんなで元気なチームさいたま市をつくろう！ 

性別・年齢・国籍にかかわらずだれもが参画できる街づくりを！！ 

 

 

2019 年 9 月 26 日 

ゴール５（ジェンダー平等）の視点を入れていく必要性について聞きました。市では２年後に策定する総合振

興計画にＳＤＧｓを取り入れていく、ジェンダー平等の重要性については認識しているとの回答でした。  

２．は、公民館をもっと魅力あるものにするには、職員体制の見直しや、環境や待遇の改善、そして公民

館ビジョンを策定し、職員全員で進めていく必要があります。また、中学校区に１館ある公民館の身近さを生

かし、介護や認知症、引きこもり、「孤」育てやＤＶなどで困っている方のために、専門員が公民館を巡回し今

まで届かなかった声を支援につなげることが新たに公民館でできるのではないか、新しいビジョンになるので

は、と質問しました。教育委員会からは、館長を広く公募すること、パソコンなどの環境改善を図る、公民館ビ

ジョンを来年までに作成する予定であるとのことでした。（裏面に続く） 

【９月議会 一般質問に初登壇しました！】 

佐伯かずみプロフィール 
1959 年東京都大田区蒲田の商店街に生まれ、家族からは

サザエさん（性格が）といわれている（おっちょこちょい

でざっくばらん）。成蹊大学卒業後、転勤族の妻として 2

人の息子（芝川小・第２東中）を育てる。趣味はインディ

アカというスポーツと障がい者スポーツのボランティ

ア。好きな食べ物はおせんべいとみたらし団子。 
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公民館ビジョンを
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「卓球バレー」ってご存知ですか？ 

～「これ、はまりますね！」と清水市長～ 

 ９月２２日岩槻文化公園で行われた「さいた 

ま市ふれあいスポーツ大会 2019」に私はボラ 

ンティアで参加しました。障がいのある方もない 

方も一緒に楽しめるイベントです。屋外ではパン 

食い競争やリレーやフライングディスクなどが、 

体育館ではパラリンピック種目にもなっている 

ボッチャ体験、他にも卓球バレー体力測定やゲー 

ムなどが行われ仲間とワイワイ汗をかいた一日と 

なりました。 

 

 
 
 
 
 
 
今後の駅頭活動 

第１・３月曜日 大宮駅西口ルミネ前 

第１・３火曜日 大宮駅東口トトちゃん前 

第１・３水曜日 新都心駅 

第１・３木曜日 大宮駅東口交番前 

第１・３金曜日 大宮駅西口デッキ上 

第２・４火曜日 大宮駅西口ローソン前 

第２・４水曜日 大宮公園駅 

  

前回配布しました市政報告ＮＯ.3（８月号）はＮＯ.4 の間違えでした。お詫びして訂正いたします。 

３．は高齢者の事故について社会問題にもなっており、免許返納なども含みこれから高齢者の「足」の確

保が課題になってきます。さいたま市では今年度モデル事業として４地区で社会福祉法人などが所有する

車両（運転手付き）を社会貢献として地域住民の生活支援のために提供するところがあり、住民主体で動

き始めています。今後もそのような法人や企業があれば、対象地域外でもマッチングなどを市で行っていく

という回答でした。 

４．は、入管法の改正などもあり今後ますます外国の方が増えてくることが予想されます。外国籍の子ど

もの教育はどのように対応していくのか、また当たり前に隣人になっていく状況の中で互いに尊重し合う共

生社会づくりのために条例や指針の策定の必要性について質問しました。日本語コーディネーターのさら

なる活用や条例検討の回答を得ました。 

 

卓球バレーは、障がいの有無にかかわらず誰もが楽しめるユニバーサルスポーツです。 

卓球台の周りに椅子を置いて、６人対６人でネットの下を３回以内で木の板で球を打ち合うゲー

ムで 47 年前に近畿で生まれました。今では障がい者施設、高齢者施設や公民館で親子向けにも

行われています。清水市長（中央）も体験され「これはまりますね」との感想。文教委員会でも

ユニバーサルスポーツの推進について質問したいと思います。 
 
 
 

 

←ただし、議会開会中と雨天の場合は

中止といたします。※議会は６月、９月、

１２月、２月～３月に開催します。 
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